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国際協力青年奉仕隊第七次派遣決定
オリンポにて温暖化防止のための植樹活動（０７．８．２１－９．７）

２００５年度（第６次派遣員）レダにて

青
年
協
力
隊
は
こ
の
数
年
、
幾
つ
か
の
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ナ
の
村

を
中
心
と
し
た
学
校
建
設
と
図
書
の
贈
呈
等
、
教
育
支
援
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
地
球
環
境
問
題
に
応
え
て

い
け
る
植
樹
活
動
を
軸
に
据
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
レ
ダ
基
地
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
地
球
の
緑
を
守

る
会
」
と
提
携
し
て
、
こ
の
七
年
間
、
木
は
自
然
に
生
え
る
も

の
と
思
っ
て
い
た
現
地
の
人
々
が
驚
く
、
史
上
初
め
て
パ
ン
タ

ナ
ー
ル
に
植
樹
活
動
を
展
開
し
、
植
生
を
研
究
し
な
が
ら
地
球

緑
化
の
実
践
努
力
を
し
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
を
活
用
し
て
、
も
っ

と
現
地
の
青
年
達
を
中
心
に
啓
蒙
で
き
る
よ
う
、
共
に
緑
化
活

動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
促
進
し
、
国
際

交
流
に
よ
り
、
国
を
越
え
て
足
元
か
ら
お
互
い
が
助
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
行
け
る
事

を
期
待
し
て
、
私
達
は
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
受
け
入
れ

る
町
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ポ
は
ア
ル
ト
・
パ
ラ
グ
ア
イ
州
の
州
都
と
は
い
え
、

過
疎
地
独
特
の
、
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
の
な
い
貧
し
い
人
口
一

五
〇
〇
人
前
後
の
街
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
に
は
、
小
学
校
、

中
学
校
と
共
に
、
州
で
は
唯
一
の
高
等
学
校
が
あ
る
の
が
希
望

で
す
。
こ
の
中
・
高
生
を
啓
蒙
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
が
世
界
に

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
未
来
の
パ
ラ
グ
ア
イ
を
生
か
す
道

を
見
つ
け
て
く
れ
れ
ば
と
願
い
、
ま
ず
、
今
年
の
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
、
市
長
、
知
事
、
学
校
校
長
等
を

訪
問
し
、
会
談
し
ま
し
た
。
（
四
十
一
号
参
照
）

デ
ィ
エ
ゴ
・
リ
カ
ル
ド
・
ガ
シ
ャ
ヘ
ル
市
長
は
、
二
〇
〇
六

年
十
一
月
に
市
長
に
当
選
し
た
若
手
で
す
。
家
は
雑
貨
商
を
営

ん
で
い
ま
す
。
任
期
五
年
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
や
る
気
十

分
の
と
こ
ろ
を
年
初
に
訪
問
し
ま
し
た
。
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
派
遣
プ
ラ
ン
を
紹
介
し
て
、
受
け
入
れ
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、

市
長
は
即
座
に
、
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）



是
非
受
け
入
れ
た
い
と
明
言
。
我
々
の
バ

イ
オ
・
プ
ラ
ン
も
、
地
域
経
済
活
性
化
に
な

る
と
、
大
い
に
希
望
を
持
っ
た
よ
う
で
す
。

「
と
に
か
く
何
で
も
言
っ
て
欲
し
い
。
全

面
的
に
協
力
し
た
い
。
」
と
確
約
し
て
く
れ

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
オ
リ
ン
ポ
来
訪
を
、

大
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
市
長
は
、
市
内
に
エ
コ
・
ツ
ア
ー
を

奨
励
す
る
観
光
事
務
所
を
開
設
し
て
い
く
プ

ラ
ン
を
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
・
高
校

の
校
長
を
し
て
い
る
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
は
、
市

長
の
恩
師
で
あ
り
、
今
は
市
長
の
政
治
顧
問

を
兼
任
し
て
、
毎
朝
市
庁
舎
に
出
か
け
て
、

市
長
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
指
導
し
て
い
る

の
だ
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
プ
ラ
ン
に

対
し
て
は
、
全
面
的
に
受
け
入
れ
、
「
自
分

の
学
校
の
生
徒
を
必
ず
一
緒
に
出
来
る
よ
う

約
束
し
ま
す
。
」
と
身
を
乗
り
出
し
て
言
明

し
て
い
ま
し
た
。

後
日
、
市
長
か
ら
は
、
「
是
非
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
が
来
ら
れ
ま
す
よ
う
」
と
招
請
状

が
現
地
法
人
「
南
北
米
福
地
開
発
財
団
」
に

届
き
ま
し
た
。

募
集
を
五
月
か
ら
始
め
、
出
発
は
八
月
二

十
一
日
〜
九
月
七
日
頃
を
目
指
し
て
予
定
し

て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
近
々
発
表
し
ま
す
。

対
象
は
十
八
歳
以
上
の
健
康
な
青
年
男
女
で

す
。
（
飯
野
記
）

オ
リ
ン
ポ
市
長
か
ら
の
招
請
状

南
北
米
福
地
開
発
協
会
殿

二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
四
日

ア
ル
ト
パ
ラ
グ
ア
イ
州
オ
リ
ン

ポ
市
長
と
い
う
立
場
に
お
い
て
、

皆
様
に
書
状
を
差
し
上
げ
ら
れ
る

事
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
の
書

状
を
通
し
て
心
か
ら
の
挨
拶
を
送

り
、
ま
た
以
下
の
事
を
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

県
庁
所
在
地
の
環
境
改
善
の
為
に
、

こ
の
町
の
全
て
の
通
り
に
植
樹
を

計
画
し
て
い
る
市
役
所
に
、
三
〇

〇
〇
本
の
ユ
ー
カ
リ
と
松
の
木
を

植
え
つ
け
る
こ
と
。
日
本
か
ら
来

ら
れ
る
学
生
青
年
の
皆
様
と
ア
ン

ヘ
ル
ソ
ロ
ン
中
高
等
学
校
の
生
徒

と
一
緒
に
進
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

オ
リ
ン
ポ
市
長

植樹活動以外にも、現地の学生との文化交流、パンタナールの自然の中での釣り、乗馬、また世

界遺産、イグアスの滝訪問、希少動物との触れ合いを経験できる貴重な体験ができます。



温
暖
化
で
広
ま
る

熱
帯
感
染
症
の
脅

一
九
九
九
年
、
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
症
し
た
。

地
球
温
暖
化
が
進
め
ば
、
野
生
生
物
の
生
息
に
大
き
な
変

化
が
現
れ
る
。
寒
冷
な
地
域
に
生
息
し
て
い
る
動
植
物
の
生

息
地
は
確
実
に
減
少
し
、
絶
滅
へ
と
追
い
や
ら
れ
る
一
方
、

熱
帯
、
亜
熱
帯
に
生
息
し
て
い
る
動
植
物
は
生
息
地
を
拡
大

し
、
北
へ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
生
物

た
ち
の
変
化
が
新
た
な
災
禍
を
生
み
出
す
と
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
兆
候
は
既
に
現
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
。
一
九
九
九
年

八
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
存
在
す
る

は
ず
が
無
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
が
発

生
。
六
十
二
名
の
発
症
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
六
名
が

死
に
至
っ
た
。
そ
も
そ
も
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
は
一
八
三
七

年
に
ウ
ガ
ン
ダ
の
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
州
で
初
め
て
発
見
さ
れ

た
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
発
症
す
る

熱
病
で
、
三
十
九
℃
以
上
の
高
熱
を
発
し
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、

時
に
は
消
火
器
疾
患
や
発
疹
を
伴
い
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

る
。
発
見
以
後
、
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
も
の
の
、

ア
フ
リ
カ
の
北
中
部
も
限
ら
れ
た
地
域
の
風
土
病
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
突
如
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
確
認
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｄ
）
が
感
染
ル
ー
ト
を
徹
底
調
査
。
そ
こ
で
明
ら
か

に
な
っ
た
媒
介
者
は
ア
カ
イ
エ
蚊
で
あ
っ
た
。
そ
の
蚊
が
ア

フ
リ
カ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
に
紛
れ
込
み
、
ア
メ
リ
カ

に
運
ば
れ
た
蚊
は
繁
殖
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ウ
エ
ス
ト

ナ
イ
ル
熱
を
発
症
さ
せ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
た
の
だ
。

冬
に
な
る
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
平
均
気
温
が
氷
点
下
を
下

回
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
蚊
は
死
ぬ
は
ず
だ
。
し
か
し
温

暖
化
に
よ
り
暖
冬
と
な
る
と
、
下
水
や
ゴ
ミ
捨
て
場
な
ど

の
比
較
的
暖
か
い
場
所
で
は
蚊
が
越
冬
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
こ
う
し
た
蚊
が
春
に
い
っ
せ
い
に
卵
を
産
む
事
で
、

蚊
の
数
が
急
増
す
る
。
（
地
球
の
真
実
よ
り

宝
島
社
）

現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
元
副
大
統
領
ア
ル
・

ゴ
ア
に
よ
る
『
不
都
合
な
真
実
』
と
題
す

る
本
と
そ
れ
を
元
に
し
た
映
画
が
日
本
で

も
出
版
、
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
温
暖
化

に
よ
る
地
球
の
危
機
を
訴
え
て
、
反
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
是
非
、
本
の
一
読
、
映

画
の
鑑
賞
を
推
薦
し
ま
す
。
（
柴
沼
記
）
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第
五
回
ピ
ー
ス
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
ご
案
内

日
時

五
月
三
、
四
日

二
日
間

場
所

川
崎
市
民
プ
ラ
ザ

研
修
費

二
日
間

宿
泊

一
万
四
千
円

通
い

一
万
円

一
日
間
の
み

五
千
円

詳
し
く
は
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

南
北
米
福
地
開
発
協
会
主
催

ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
の
研
究
の
為
、

会
社
訪
問

報
告(

伊
達
記
）

三
月
十
九
日
の
午
後
、
品
川
の
駅
前
の
品
川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー

の
ビ
ル
内
に
事
務
所
の
あ
る
日
本
植
物
燃
料
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｂ
Ｆ
）

を
訪
れ
、
海
外
営
業
部
の
十
時
氏
に
柴
沼
先
生
、
林
先
生
と
共
に
二

時
間
ほ
ど
話
を
聞
き
ま
し
た
。

『
ス
リ
ラ
ン
カ
で
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
の
土
地
に
、
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ト

ロ
フ
ァ
の
種
を
使
っ
た
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
を
輸
出
で
き
な
い
の
で
、

大
型
栽
培
の
研
究
が
主
な
目
的
で
あ

る
。
二
年
前
か
ら
栽
培
。
長
年
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
の
経
験
者
の
日
本
人
が

栽
培
の
担
当
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
遺
伝
子
組
み
換
え
で
、
乾
燥
に
強
い
種
を
作
る
こ
と
、
砂
漠

地
で
も
種
か
ら
油
が
と
れ
る
よ
う
研
究
中
。
ま
た
新
種
改
良
を
な
し
油

の
多
く
取
れ
る
新
種
を
造
る
た
め
、
色
々
な
国
か
ら
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
の

種
を
集
め
て
い
る
と
の
事
。

挿
し
木
は
、
根
の
成
長
を
促
す
培
養
液

を
使
う
こ
と
で
、
三
ヶ
月
で
実
が
な
る
木
を
育
て
る
こ
と
も
可
能
な

よ
う
だ
。
た
だ
し
、
種
の
質
が
ど
う
な
る
か
検
査
す
る
必
要
あ
り
。

現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
大
き
く
栽
培
で
き
る
場
所
を
探
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
生
産
を
し
て
、
日
本
に
輸

出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

タ
ル
シ
ン
と
い
う
毒
性
を
持
つ
が
、
口
に
入
れ
な
い
限
り
問
題
な
い

し
、
高
温
に
弱
い
の
で
油
の
精
製
過
程
で
毒
性
は
無
く
な
る
。
油
の
窄

油
機
は
、
既
存
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
が
、
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
専
用
の
搾

油
機
を
三
重
に
あ
る
工
場
で
研
究
中
。
製
油
に
つ
い
て
は
、
炭
化
水
素

化
と
い
う
新
し
い
製
油
方
法
を
開
発
中
で
、
阿
蘇
に
研
究
所
を
作
っ
て

行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
ぐ
ら
い
を
め
ど
に
し
て
い
る
。
固
形
触
媒

を
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
水
洗
い
の
必
要
が
な
く
汚
染
の
心
配
も
な

く
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
そ
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
』

一
時
的
な
ブ
ー
ム
で
の
栽
培
で
な
く
、
事
実
に
即
し
、
着
実
に

進
め
て
行
く
必
要
性
を
感
じ
た
。

会員募集中

一緒にパンタナールの保全と地

球環境を改善して行きましょう。

会費 月 ５００円

年間 ６０００円

毎月、『パンタナール通信』を送付


